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塩原温泉

の木の葉化石園

尾上亨(燃料部)･加藤信吉

(木の葉化石園)

東北本線画郡須野駅から国鉄バスにゆられて広ばくた

る那須野ケ原台地を北酉に約40分塩原温泉の玄関口と

おおあみ睡うきがわ

もいうべき大網温泉につく.それより箒川の渓流に沿

ふくわたし鶉がましおゆはたお吻もんぜんふるまち

って上り福渡･塩釜･塩の湯･畑下･門前･古町等の

温泉地を経て湯本塩原に至るまでの約10kmにわたる

湯煙りに包まれた温泉郷が塩原温泉で目先国立公園の

一角を担っている観光地である.

塩原の温泉は栃木県でも有数たゆう出量を誇り旅館

･保養所･療養病院などの施設に広く利用されている.

また春の新緑秋の紅葉が椿川の渓谷を一層引き立

てて観光客を楽しませてくれる.明治の文豪尾崎紅

葉は塩原の景観について名作『金色夜叉』の一節で次の

ように描写している.

『律を駆りて白羽坂を験えてより回顧橋に三十尺の飛繰を

踏みて山中の最は始めて奇なり､之より行きて遣あら

ば本あり水あらば必ず橋あり全渓にして三十橋山あら

ば巌あり巌あらば必ず濠あり全嶺にして七十漆地あら

ば泉あり泉あらば必ず熱あリ全村にして四十五湯猶数

ふれば十二勝一けく名所七不思議講か一々探り得べき.』

らは学術的な価値はいうまでもないが観光的にも多く

の人々に親しまれわざわざこの化石を目当てに塩原を

訪れる人も多い.

木の葉化石園

国鉄バス塩原温泉行きの終点塩原温泉駅から西にしば

はちまんぱし

らく歩を進めると八幡橋カミある.その橋を渡りながら

前方やや右の丘の上を見ると写真2で見られるように

｢コノノ･石｣と白く書かれた目印があるので木の葉化

石園はすぐわかる.また古町の温泉街から塩原温泉

名物の遊覧馬車(トチ馬車)を利用すれば約10分で木

の葉化石園まで案内してくれる.

木の葉化石園は明治39年に開園したが当時は写真3

に見られるようなただずまいで見学者は人力車に乗っ

て訪れたとのことである.一時は芋掘りよろしくお客

さんに化石掘りをしてもらったこともあったが現在

館外では化石を含んでいる地層の露頭と化石採集の現場

(写真7)を見てもらうことで直接化石に触れること

はできない､

このように塩原温泉は観光地として古くから知られて

いるが一方地質学的にも大変興味のある所で明治

こは

の代から研究の対象となっている.すなわち木の葉

いし

石と呼ばれる化石を産する塩原湖成層が広く分布してお

りわカミ国でも代表的な植物化石の産地である.塩原

町中塩原には『木の葉化石園』という化石陳列館があり

同園内から産する美しい化石が陳列されている.これ

写真1木の葉化石園の道順

陳列館は展示の対象物が自園から採集された化石を主

体としているため標本の種類も限られており博物館

などのような大規模な陳列展示カ泣されているわけでは

ない.しかし陳列してある植物化石はまるで現生

の植物を岩石に特殊底印刷でもしたかのようなみごとさ

で自然の造形の不思議さをまざまざと見せっけてくれ

る(写真89).しかもマツ･カラマツ･クロベ･ヤ

写真2八幡橋から見える｢コノノ'石｣�
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ナギ･クルミ･クマシデ･ブナ･ミズナラ･クリ･ニレ

ギンギ蟹モ･カツラ･マンサク･イタヤカエデ･シャ

クナゲ1ガマズミなど一般になし･みの深い植物が多い

ことで一層関心が寄せられる.

植物化石は現在生存している植物とほとんど区別がで

きないため化石標本には皆現生植物の名前が付けられ

ている咀また化石標本と並べて現生植物のさく葉を･

展示し両者を比較できるように工夫をこらしている.

なお木の葉石とは一般に温泉や冷泉などから珪酸や

炭酸石灰が地表に沈澱する際に木の葉をその中に包含し

てできるもので珪華や石灰華中に印象されているもの

をいうのであるが塩原の木の葉石はそれとは成因も時

代も異なっている.

木の葉石といっても木の葉の化石ばかりが産出するわ

けではなく種子や花などの化石やかつての湖(塩原

化石湖と呼ばれている)に生息していたと考えられる淡

水魚(写真10)や蛙(写真11)さらにその湖の回りに

住んでいたネズミ･昆虫(写真12)など動物の化石もし

ばしば産出しこれら動物化石も陳列してある(写真13).

塩原の化石といえば木の葉石があまりにも有名である

が実は木の葉石が堆積する以前の新第三紀中新供の

緑色凝灰質砂岩層からは海生の貝化石が産出し塩原動

物灘と呼ばれ専門家の間ではよく知られている.主

な貝化石の産地は塩原町関谷から塩の湯付近まで広く分

写真3明治39年開園当時の木の葉化石園

罰召和初期の木の葉化石園

写真5昭和15年頃の木の素化石=園

写真6現在の木の葉化石園

写真7

この露頭の大部分は写真19に見られるような美しいしま模様を呈しており

どの石を割っても化石が出てくる感じである�
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写真9

植物化石コｰ十一
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ミヤマカラスアゲハ(藤山家徳氏提供)

エゾハルゼミ(藤山家徳氏提供)

写真13動物化石コナｰ

布しているがそのいずれもが官有地でしかも保安林

と狂っているため化石の採集はむずかしい.この塩

原動物群は1)o∫〃α(マルスダレガイ科)C伽"舳

(ザルガイ科)Pθ6腕(イタヤガイ科)等の二枚員や

T〃げ伽ZZα(キリガイダマシ科)等の巻貝あわせて30

種からなっているが陳列館にはそれらの主な化石が展

示してある(写真14).

塩原産の化石に次いで国内外の鉱石･鉱物･化石荏

とを陳列したコｰナｰがある.そこにはアメリカ産の

みごとな自然金やブラジル産の爬虫類の化石等が陳列さ

れており(写真16)木の葉石の陳列とは趣を異にした

コｰナｰである.この中には木の葉石と交換によっ

て得られた外国標本が多い.このように木の葉石は海

外においてもよく知られている.

木の葉石が堆積した当時塩原町の西部は中塩原をほ

ぼ中心とした東西約6km南北約2kmの湖であったと

考えられ研究者の間では塩原化石湖と呼んでいるカミ

そ¢)塩原化石湖の模型が陳列室中央に展示してあり木

の葉石が堆積した当時の光景を忍ばせてくれる(写真!5)由

主な展示物

植物化石

昆虫化石

魚･両生類化石

貝化石

塩原化石湖模型

国内外鉱物1鉱石

国内外化石

観覧案内

入園料

225｡魚

19点

5点

36点

174点

127点

写真14

嬬原産サ)負化右

大人(中学生･高校生を含む)200円

小人100円

団体割引あり

写真15塩原化石湖の模型�
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開園時間

所在地

午前8時～午後5時

年中無休

栃木県塩谷郡塩原町大字中塩原

西329-29管028732-2052

塩原化密植物群

木の葉有が含まれている地層は…般に塩原湖成層と呼

鐡輸鱗繍舳総灘､毒燃燃

写真16

写真17お土産品ラｰナｰには木の葉有毒櫨き物周標本周をして売ら

れている

ぱれているが塩原層群ともいう.この地層は高原火

山の北麓に三目月形に分布しその中心部である中塩原

付近では灰色の泥岩と白色珪藻土あるいは白色細粒凝

灰岩匁どの薄い互層からなっている.その互層をつく

る単層は厚さO.5㎜mから1～2cmでその断面は写真

19で見られるように美しい模様を呈している.そして

その単層と単層の間にまるで押し葉でもしたかのよう

に木の葉が印象されている.しかもこの細かい各単

層ごとに含まれている化石の種類がやや異なっていると

いう邊研究上興味ある話であるが倦むらくはそれを

記録することは作業的に非常に困難でまだ行なわれて

い在い.

塩原産の化石植物群について科学的に研究した最初

の人はスウェｰデン人のA･G･NAT亘0RsTで1888年に

出版された報告書によるとブナ･カエデ等15種類につ

いて記載されていたに過ぎ粗かった.その後遠藤誠

道は1931年から1940年にかけて詳細枝研究を発表し115

種を同定した.さらに小泉源一(1940年)によって新

たに14種が追加された.しかし木の葉化石園ではそ

の後も採掘カミ進むにつれて新しい化石が次々に発見され

ており現在では150種を優に越しているものと思われ

る.しかしこれらを総括したモノグラフがないのは

残念である.

写真18塩原の化宥1こついて解説し紀パンフレッ1･類

塚劇9

こ口)細かいしまの間にたくさノ)の化石か

入ぜ)ている�
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写真20

塩原化石植物群はカバノキ科カエデ科が種数におい

て優勢であるが個体数においてはイヌブナ(肋g附

ノ砂0η{ω)〔写真20〕が圧倒的に多く次いでオノオレカ

ンバ(Bθ肋zα36ん刎赫のミズナラ(9〃鮒6刎ぴ幼"α)

クリ(C伽切〃α6他η励α)ウリバダカエデ(ん脈伽ガ

閉榊θ)ナツツバキ(8加物〃肋がθ"0-6α刎6Z伽)リ

ョウブ(α6伽αろ励伽㈹{5)ミツバツツジ(地0加

宇

庇ηみ0η冴Zα肋〃刎)オオカメノキ(W伽閉〃刎加件

6α肋刎)ミネカエデ(A6〃娩ん0η05切)イタヤカエ

デ(ん脈刎0η0)サワシバ(0〃が舳5ω"α切)カ

ツラ(0舳〃抄伽肋刎ノ砂｡〃6〃刎)等の順.となっている.

遠藤(1931)はこのように豊當に産する化石と現在

日本に分布する植物とを比較検討し化石カミ堆積した当

時の気温は現在より5～5.5丁低かったと推定した.

しかしこの化石植物灘は現在の塩原付近に生育する植

物種と大きな差異はなく気温条件も現在のそれと大差

が扱いと考えている研究者もある.また長年地元で

研究を続けている筆者の1人加藤の調査によれば化

石カミ埋蔵されている丘は標高558mであるカミ塩原化石

植物群を構成している植物種の大多数が現在当地方の標

高1,000m内外の高所に繁茂しているのでその比高差

から推して化石堆積当時の気温は現在より幾分低かっ

たものと考えている.�
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クモの仲間

一方塩原湖成層が堆積した時代についても異なった

見解があって定かではないが更新世の前期もしくは中

期とする考えが一般的であった.しかし最近C1皇法

による塩原湖成層の年代測定が行柱われ同層か堆積し

たのは今から約33000年前であったという非常に若い

値カミ示された(山崎良雄1975).このように木の葉石

を含む塩原湖成層については地質年代に関する問題を初

めまだまだ研究の余地が残されている.

話は変るが現在建設中の筑波研究学園都市に地質調

査所所属の地質標本館カミ完成された暁には｢木の葉化石

園｣産の美しいしかも学術的に貴重な化石標本が陳列

される予定である.

この稿を草するにあたり国立科学博物館の藤山家徳氏に昆虫

化石の鑑定をお願いした.また地質調査所燃料部の曾我部

正敏石炭課長および同地質部の神戸信和技官から有益な助言を

賜わったここに記して謝意を表する次第である.
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